


「日銀総裁で振り返る日本の近代金融史～私の見た総裁

　たち～」

　　　　　　　　　　日本銀行大分支店　

　　　　　　　　　　　　支店長　安德　久仁理会員

　日本銀行については、知っているようで実はよくわか

らない組織、という印象を持たれる方もいらっしゃるか

と思いますが、「日銀総裁」という存在はご存じだろう

と思います。本日は、大分県が輩出した日銀総裁や、私

自身が見てきた近年の総裁たちと、それぞれが直面され

た金融政策運営上の課題について、お話をさせて頂きます。

　まず初めに、私が支店長を務める大分支店の歴史です。

日本銀行は昭和20年に大分事務所を設置し、地元で日本

銀行の支店を設置しようという運動が盛り上がったこと

もあり、昭和23年に支店に昇格しました。最初は現在の

「祝祭の広場」の場所にありましたが、昭和45年に現在

の長浜町に移転しました。

　全国に32ある日本銀行の支店の中でも、大分支店はあ

りがたいことに、「最も県民の方に愛され親しまれてい

る支店のひとつ」といわれております。32代までの総裁

のうち、大分県出身者は全国で最多ののべ５人になりま

す。また、大分県出身ではありませんが、第28代総裁の

速水さんと、第30代総裁の白川さんは、私と同じく、こ

こ大分で支店長を務めた方々です。

　ここからは、大分県出身の総裁方をご紹介していきます。

　第５代の山本達雄さんは、安政３年に豊後臼杵藩士の

家庭に生まれ、三菱勤務の中で、後に第３代日銀総裁と

なる川田小一郎さんの知遇を得て日銀に転じました。明

治31年に43歳の若さで総裁に就任してからは、急速な産

業の近代化に伴って日本の産業構造が変化する中、毅然

とした態度で金融政策を運営したことが知られています。

　第９代と11代の２回にわたり総裁を務めた井上準之助

さんは、旧日田郡大鶴村、今の日田市の出身です。生家

は現在も続いている井上酒造という造り酒屋で、私はこ

このお酒が大好きです。井上さんは、さきほどの山本達

雄さんのすすめで、大学卒業後、日銀に入行してトント

ン拍子で出世を重ね、49歳で総裁に就任。日銀職員出身

の総裁は井上さんが初めてでした。関東大震災の直後に

は浜口雄幸内閣で大蔵大臣となり、持論であった金本位

制への復帰（金輸出解禁）に尽力したことで有名です。

全国各地を遊説して国民の協力を求めるなど、当時と

しては珍しく世間に対してＰＲ活動を行なった人でも

ありました。しかしながら、金輸出解禁と併せて、財

政緊縮を中心とするデフレ政策を断行したことが悲劇

を招く結果となり、昭和７年、総選挙の応援演説に行

く途中、凶弾に倒れてその生涯を終えました。

　３人目は、旧野津原村の出身、第18代の一萬田尚登さ

んです。郷土の大先輩である井上準之助総裁の秘書など

を務めた後、敗戦の翌年に総裁に就任しました。就任後

直ちにマッカーサーに会見を申し入れ、率直な対話を通

じて信頼関係を築いたとされます。戦後の復興資金を賄

うべく、通貨安定と貯蓄推進の国民運動を推進するとと

もに、ベルリン駐在時代に体験した第一次大戦後のドイ

ツのハイパーインフレの教訓を踏まえ、引き締め基調を

堅持した金融政策を行い、経済の安定化に努めました。

他方で、ＧＨＱ特別顧問として来日したジョセフ・

ドッジが強度の緊縮政策を実施すると、そのデフレ的

な影響を緩和する政策を進めました。戦後復興期の経

済政策を支えた、最も偉大な総裁のお一人だと思います。

　最後に、第26代の三重野康さんです。臼杵市出身と

なっていますが、生まれは満州です。三重野さんもまた、

郷土の大先輩である一萬田総裁の時代に入行しており、

大分県人の系譜の強さが大変よくわかります。三重野さ

んの名前は、バブル経済とその崩壊との関係でよく知ら

れています。総裁任期中、日本経済はバブルのピークに

ありましたが、急激な資産価格の上昇を懸念し、後に

「バブル潰し」とも称される金融引き締め政策を推進し

ました。バブル崩壊後の長期的な経済低迷の原因は果

たしてこの時期の政策運営にあったのかどうか、現在

でも様々な議論が交わされています。

　ここからは、平成10年の入行以来、私自身がお仕えし

てきた総裁と、その時代を振り返ります。

　速水さんは、バブル崩壊後の経済停滞とデフレからの

脱却に取り組んだ最初の総裁です。99年に「ゼロ金利政

策」を導入したものの、効果が限定的であるとされ、

2001年にはそれまで禁じ手とも言われていた「量的緩和

政策」に踏み切りました。これは、政策金利誘導を目的

とする従来型の金融政策ではなく、日銀が国債などの金

融資産を購入し、金融市場への資金供給を量的に増やす

ことで、デフレ圧力を軽減しようとするものでした。し

かし、この政策もデフレ脱却には至らず、日本経済の

長期的な停滞と金融政策の限界が議論されるきっかけ

となりました。

　私自身は、大学生であった97～98年に、山一・拓銀の

破綻を始めとする平成の金融危機や、逮捕者も出た大蔵

省・日銀の接待不祥事があり、混とんとした世情の中で

迎えた入行式で、「私も本日、皆さんと一緒に日銀に入

行しました」という挨拶があったことを覚えています。

熱心なクリスチャンで、総裁室奥の別室に「畏れるな、

私はあなたとともにいる」という聖書の言葉が掲げて

あったそうです。国策として「尊敬される円」を標榜す

る、信念の総裁、というイメージでした。

　次の福井さんは、早くから「日銀のプリンス」として

頭角を現した方です。速水総裁から引き継いだ量的緩和

政策を維持し、デフレ脱却を目指しました。日本経済の

回復を受け、06年に量的緩和政策を解除、ゼロ金利政策

も段階的に終了させました。また、それまで賛否両論の

あったインフレーション・ターゲティング政策を「物価

安定の目途」という形で初めて導入し、金融政策の指針

としました。いわゆる「大物総裁」でしたが、村上ファ

ンドへの投資問題で、国会等の場で大変な批判を浴び

たことで、その後のコンプライアンス面の制約が厳し

くなり、日銀という組織自体が委縮気味になった面も

あるように感じます。

　ねじれ国会のもとで期せずして総裁に就任した白川さ

んの時代は、リーマンショック後の金融危機や欧州債務

問題、東日本大震災など、とりわけ多難だった記憶が濃

い時期です。国債の購入拡大や上場投資信託の買入開始

など、非伝統的な金融政策手段の導入に踏み切ったこの

時期の日銀は、ある意味で、中央銀行界のトップラン

ナーでした。私自身も、リーマン危機後の米ドルによる

流動性供給スキームの構築や、大規模金融機関の破綻処

理スキームの検討など、各国の金融当局と連携しなが

らグローバル金融システムの安定確保のために汗を流

し、仕事のスケールが格段に広がった時期です。

　学究肌のセントラルバンカーであった白川さんは、イ

ンフレ目標政策の有効性については懐疑的でしたが、結

果としてデフレ脱却は達成できませんでした。12年末の

総選挙で、リフレ派の提唱する大規模金融緩和を政策と

して掲げた安倍首相が政権に返り咲く中、任期切れを待

たず、退任を決意されました。

　安倍総理の肝煎り人事で就任した黒田さんは、歴代最

長の２期10年にわたり総裁を務められました。就任直後

に、アベノミクスの「第一の矢」として「量的・質的金

融緩和」を導入し、国債やＥＴＦの大量購入による資金

供給を進めました。16年には「マイナス金利政策」の導

入や、「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」という

枠組みへの移行に踏み切り、年率２％という物価安定目

標の実現を目指し、極めて緩和的な金融環境を維持しま

した。私自身は、黒田さんと一緒に就任した岩田規久

男副総裁の秘書として、いわゆるリフレ派を中心とす

る体制への移行に深く関わりました。

　黒田体制下の政策運営について、その評価が定まるま

で様々な議論が交わされることになるでしょうが、いわ

ゆる高圧経済の政策を粘り強く続けた末に、ようやくデ

フレではない環境にたどり着いたという実感は、共有し

て頂けるのではないかと思っています。

　デフレ経済からの出口が見えた段階で、黒田さんから

バトンを引き継いだのが、現在の植田総裁です。植田さ

んは、私の学生時代は隣の経済学部の先生で、同期にも

植田ゼミの出身者がいました。同じ時期に審議委員とし

て日銀入りされ、速水さんから福井さんの前半にかけて

の金融政策運営に参画されています。今回私は、組織運

営全般を統括する経営企画課長という立場で、総裁と

なった植田さんをお迎えしました。現在の支店長の立場

でも、３か月毎の支店長会議の際に、様々なインプッ

トをさせて頂いています。

　植田さんの総裁指名は、想定外でかなり驚きましたが、

素晴らしい人事だったと思っています。世界的なインフ

レ傾向と経済動向の不確実性、人手不足と賃金上昇など

が主要テーマとなる、新しいステージが到来しつつある

中、日本社会が馴染んでしまった「デフレ下の超緩和的

な金融政策」を「普通の金融政策」に戻していく道のり

は、決して平坦なものではありません。結果が問われる

ことは勿論ですが、誰がやっても批判にさらされる役割

を果敢に請け、粘り強く歩みを進められている姿は、

賞賛と支援に値するのではないでしょうか。

　植田総裁を先頭に、私たちはこれからも、通貨価値と

金融システムの安定という使命を果たすべく、力を尽く

していきます。皆様のご理解とご協力を、どうぞよろし

くお願いいたします。

　

　

2024－25年度　第10回臨時理事会　2024年12月17日

山本　仲摩　栗山　髙山　岩尾　橋本均　今川

１．新会員の推薦について（１名）

　　◇與縄　裕二　氏

　　　大分トヨペット　代表取締役社長

　　　　福田健二会員より新会員推薦書受理

　　　　会員選考を経て、理事会にて諮問

　　　　　⇒入会承認　入会申込書を後日提出

２．2025－2026年度　地区委員推薦について

　　　尾野　文俊会員

　　　　今年度、地区公共イメージ部門　ＤＸ推進委員

会に出向中

　　　　地区より次年度も引き続き出向してほしいとの

依頼あり

　　　　　⇒地区公共イメージ部門に推薦する

３．社会奉仕委員会事業　小百合ホームへの寄贈物品に

ついて

　　　⇒小百合ホームさんが希望する規格の冷蔵庫をト

キハに見積依頼し５件の見積を出してもらった

結果、SHARP製の冷蔵庫に決定。

　　　　　冷蔵庫(本体)　128,000円

　　　　　リサイクル料　  4,730円

　　　　　収集・運搬料    2,200円

　　　　 　合計(税込)   134,930円

　

　

〇ロータリー財団表彰

　年次基金、ポリオプラス、その他の寄付額が1000㌦に

なった方、または追加で1000㌦寄付された方に認証ピン

バッジが贈られます。

　鈴木　宗嚴会員

　　第２回マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

　　寄付累計3000㌦

　三又　哲博会員

　　第１回マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

　　寄付累計2000㌦

〇米山記念奨学会　米山功労者感謝状

　福田　健二会員　第３回米山功労者マルチプル

　矢野　博久会員　第１回米山功労者

　山本会長から認証ピンバッジと感謝状が手渡されました

　

　

・大分1985ＲＣ「創立40周年記念式典・祝賀会」

　※お知らせ欄をご覧ください

　

　

●大分1985ＲＣ　木村　成淑会員・宿利　美穂会員

　大分1985ＲＣ創立40周年記念式典・祝賀会キャラバン

で参りました。

　来年３月15日、皆様のご出席宜しくお願いいたします。

●佐野　真紀子会員（１口）

　先日のクリスマス例会では、もう一人の私が出演させ

ていただき、もう一人の私自身も楽しませていただきま

した。ありがとうございました。

　また橋本均会員は、当初絶対に出ないと仰っておられ

ましたが、演奏を一番楽しんでおられる姿を拝見し、無

理やり引っ張り出して良かったと、久しぶりに一緒に演

奏させていただき、ありがとうございました。

　また終了後に皆さんからもお声をかけていただき、あ

りがとうございました。

　お付き合いくださった皆々様に感謝し、１口ニコボッ

クスします。

●髙山　龍五郎会員（２口）

　先日のクリスマス家族例会の際に、失態を演じました

のでお詫びにニコボックス２口いたします。

■令和７年１月25日　補助金管理セミナー

　13：00～16：10　ホルトホール大分　３階大会議室

 　栗山副幹事(次年度幹事)、森若会員(地区委員)

■令和７年３月15日　

　大分1985ＲＣ創立40周年記念式典・祝賀会

　　記 念 式 典　15：30～17：30

　　記念祝賀会　18：00～20：00

　　会　　　場　トキハ会館５階　ローズの間

　　登　録　料　12,000円（家族8,000円）

■令和７年３月30日　ロータリー交流の広場

　場所　祝祭の広場
■令和７年５月23日～25日　ＲＹＬＡセミナー

　天草市御所浦交流セミナー

　受講生：20～30歳程度の青少年

12月31日　定款第７条第１節に基づく休会

2025年（令和７年）

１月９日　大分市内９ＲＣ新春合同例会

　　　　　　（１/７の繰下げ）

１月14日　定款第７条第１節に基づく休会

１月21日　ファンド奨学生卓話

１月28日　下期クラブ協議会（全員協議会）

　　　　　　※委員長より上期報告と下期取り組み発表

２月４日　職場例会　　鬼塚電気工事㈱

２月11日　定款第７条第１節に基づく休会

２月18日　上田会員卓話

２月25日　定款第７条第１節に基づく休会

３月４日　ゲスト卓話　栗林　伸幸　氏

　　　　　　（フォトジャーナリスト）

　　　　　　「大分の街並みを見つめて60年～写真で見

　　　　　　　る大分のなり変わり～」

３月11日　夜間例会　18：30点鐘

　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー21階

　　　　　　エトワール

３月18日　定款第７条第１節に基づく休会

３月25日　ゲスト卓話　佐藤　勝弘　氏

　　　　　　（大分県警察学校　校長）

理事会報告

委員会報告

イベント告知

ニコボックス 澤田Ｓ.Ａ.Ａ.卓　　　　　話

例　会　予　定

お　知　ら　せ

例　会　変　更

クラブ名 開催日 会　　　場

尾　野　文　俊１月28日号

中　野　通　孝２月４日号

中　村　直　樹１月９日号

荻　原　　　哲１月21日号

週報編集担当者

大 分 東 1/30(木)

1/15(水)

ト キ ハ 会 館

大 分 南

別　　府
1/10(金)

1/6(月)

1/8(水)

ト キ ハ 会 館

大 分 南 1/31(金) ト キ ハ 会 館

大分キャピタル

大分城西 ホテル日航大分オアシスタワー

ホテル別府パストラル

ホテルサンバリーアネックス

レンブラントホテル

大分臨海

大分1985

ホテル日航大分オアシスタワー

ト キ ハ 会 館

別 府 北

ホテル別府パストラル別 府 北

両 築 別 邸

別 府 東 1/9(木)

※大分市内ＲＣならびに別府市内ＲＣ

　12月25日(水)～1月３日(金)例会はありません
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　第５代の山本達雄さんは、安政３年に豊後臼杵藩士の

家庭に生まれ、三菱勤務の中で、後に第３代日銀総裁と

なる川田小一郎さんの知遇を得て日銀に転じました。明

治31年に43歳の若さで総裁に就任してからは、急速な産

業の近代化に伴って日本の産業構造が変化する中、毅然

とした態度で金融政策を運営したことが知られています。

　第９代と11代の２回にわたり総裁を務めた井上準之助

さんは、旧日田郡大鶴村、今の日田市の出身です。生家

は現在も続いている井上酒造という造り酒屋で、私はこ

このお酒が大好きです。井上さんは、さきほどの山本達

雄さんのすすめで、大学卒業後、日銀に入行してトント

ン拍子で出世を重ね、49歳で総裁に就任。日銀職員出身

の総裁は井上さんが初めてでした。関東大震災の直後に

は浜口雄幸内閣で大蔵大臣となり、持論であった金本位

制への復帰（金輸出解禁）に尽力したことで有名です。

全国各地を遊説して国民の協力を求めるなど、当時と

しては珍しく世間に対してＰＲ活動を行なった人でも

ありました。しかしながら、金輸出解禁と併せて、財

政緊縮を中心とするデフレ政策を断行したことが悲劇

を招く結果となり、昭和７年、総選挙の応援演説に行

く途中、凶弾に倒れてその生涯を終えました。

　３人目は、旧野津原村の出身、第18代の一萬田尚登さ

んです。郷土の大先輩である井上準之助総裁の秘書など

を務めた後、敗戦の翌年に総裁に就任しました。就任後

直ちにマッカーサーに会見を申し入れ、率直な対話を通

じて信頼関係を築いたとされます。戦後の復興資金を賄

うべく、通貨安定と貯蓄推進の国民運動を推進するとと

もに、ベルリン駐在時代に体験した第一次大戦後のドイ

ツのハイパーインフレの教訓を踏まえ、引き締め基調を

堅持した金融政策を行い、経済の安定化に努めました。

他方で、ＧＨＱ特別顧問として来日したジョセフ・

ドッジが強度の緊縮政策を実施すると、そのデフレ的

な影響を緩和する政策を進めました。戦後復興期の経

済政策を支えた、最も偉大な総裁のお一人だと思います。

　最後に、第26代の三重野康さんです。臼杵市出身と

なっていますが、生まれは満州です。三重野さんもまた、

郷土の大先輩である一萬田総裁の時代に入行しており、

大分県人の系譜の強さが大変よくわかります。三重野さ

んの名前は、バブル経済とその崩壊との関係でよく知ら

れています。総裁任期中、日本経済はバブルのピークに

ありましたが、急激な資産価格の上昇を懸念し、後に

「バブル潰し」とも称される金融引き締め政策を推進し

ました。バブル崩壊後の長期的な経済低迷の原因は果

たしてこの時期の政策運営にあったのかどうか、現在

でも様々な議論が交わされています。

　ここからは、平成10年の入行以来、私自身がお仕えし

てきた総裁と、その時代を振り返ります。

　速水さんは、バブル崩壊後の経済停滞とデフレからの

脱却に取り組んだ最初の総裁です。99年に「ゼロ金利政

策」を導入したものの、効果が限定的であるとされ、

2001年にはそれまで禁じ手とも言われていた「量的緩和

政策」に踏み切りました。これは、政策金利誘導を目的

とする従来型の金融政策ではなく、日銀が国債などの金

融資産を購入し、金融市場への資金供給を量的に増やす

ことで、デフレ圧力を軽減しようとするものでした。し

かし、この政策もデフレ脱却には至らず、日本経済の

長期的な停滞と金融政策の限界が議論されるきっかけ

となりました。

　私自身は、大学生であった97～98年に、山一・拓銀の

破綻を始めとする平成の金融危機や、逮捕者も出た大蔵

省・日銀の接待不祥事があり、混とんとした世情の中で

迎えた入行式で、「私も本日、皆さんと一緒に日銀に入

行しました」という挨拶があったことを覚えています。

熱心なクリスチャンで、総裁室奥の別室に「畏れるな、

私はあなたとともにいる」という聖書の言葉が掲げて

あったそうです。国策として「尊敬される円」を標榜す

る、信念の総裁、というイメージでした。

　次の福井さんは、早くから「日銀のプリンス」として

頭角を現した方です。速水総裁から引き継いだ量的緩和

政策を維持し、デフレ脱却を目指しました。日本経済の

回復を受け、06年に量的緩和政策を解除、ゼロ金利政策

も段階的に終了させました。また、それまで賛否両論の

あったインフレーション・ターゲティング政策を「物価

安定の目途」という形で初めて導入し、金融政策の指針

としました。いわゆる「大物総裁」でしたが、村上ファ

ンドへの投資問題で、国会等の場で大変な批判を浴び

たことで、その後のコンプライアンス面の制約が厳し

くなり、日銀という組織自体が委縮気味になった面も

あるように感じます。

　ねじれ国会のもとで期せずして総裁に就任した白川さ

んの時代は、リーマンショック後の金融危機や欧州債務

問題、東日本大震災など、とりわけ多難だった記憶が濃

い時期です。国債の購入拡大や上場投資信託の買入開始

など、非伝統的な金融政策手段の導入に踏み切ったこの

時期の日銀は、ある意味で、中央銀行界のトップラン

ナーでした。私自身も、リーマン危機後の米ドルによる

流動性供給スキームの構築や、大規模金融機関の破綻処

理スキームの検討など、各国の金融当局と連携しなが

らグローバル金融システムの安定確保のために汗を流

し、仕事のスケールが格段に広がった時期です。

　学究肌のセントラルバンカーであった白川さんは、イ

ンフレ目標政策の有効性については懐疑的でしたが、結

果としてデフレ脱却は達成できませんでした。12年末の

総選挙で、リフレ派の提唱する大規模金融緩和を政策と

して掲げた安倍首相が政権に返り咲く中、任期切れを待

たず、退任を決意されました。

　安倍総理の肝煎り人事で就任した黒田さんは、歴代最

長の２期10年にわたり総裁を務められました。就任直後

に、アベノミクスの「第一の矢」として「量的・質的金

融緩和」を導入し、国債やＥＴＦの大量購入による資金

供給を進めました。16年には「マイナス金利政策」の導

入や、「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」という

枠組みへの移行に踏み切り、年率２％という物価安定目

標の実現を目指し、極めて緩和的な金融環境を維持しま

した。私自身は、黒田さんと一緒に就任した岩田規久

男副総裁の秘書として、いわゆるリフレ派を中心とす

る体制への移行に深く関わりました。

　黒田体制下の政策運営について、その評価が定まるま

で様々な議論が交わされることになるでしょうが、いわ

ゆる高圧経済の政策を粘り強く続けた末に、ようやくデ

フレではない環境にたどり着いたという実感は、共有し

て頂けるのではないかと思っています。

　デフレ経済からの出口が見えた段階で、黒田さんから

バトンを引き継いだのが、現在の植田総裁です。植田さ

んは、私の学生時代は隣の経済学部の先生で、同期にも

植田ゼミの出身者がいました。同じ時期に審議委員とし

て日銀入りされ、速水さんから福井さんの前半にかけて

の金融政策運営に参画されています。今回私は、組織運

営全般を統括する経営企画課長という立場で、総裁と

なった植田さんをお迎えしました。現在の支店長の立場

でも、３か月毎の支店長会議の際に、様々なインプッ

トをさせて頂いています。

　植田さんの総裁指名は、想定外でかなり驚きましたが、

素晴らしい人事だったと思っています。世界的なインフ

レ傾向と経済動向の不確実性、人手不足と賃金上昇など

が主要テーマとなる、新しいステージが到来しつつある

中、日本社会が馴染んでしまった「デフレ下の超緩和的

な金融政策」を「普通の金融政策」に戻していく道のり

は、決して平坦なものではありません。結果が問われる

ことは勿論ですが、誰がやっても批判にさらされる役割

を果敢に請け、粘り強く歩みを進められている姿は、

賞賛と支援に値するのではないでしょうか。

　植田総裁を先頭に、私たちはこれからも、通貨価値と

金融システムの安定という使命を果たすべく、力を尽く

していきます。皆様のご理解とご協力を、どうぞよろし

くお願いいたします。

　

　

2024－25年度　第10回臨時理事会　2024年12月17日

山本　仲摩　栗山　髙山　岩尾　橋本均　今川

１．新会員の推薦について（１名）

　　◇與縄　裕二　氏

　　　大分トヨペット　代表取締役社長

　　　　福田健二会員より新会員推薦書受理

　　　　会員選考を経て、理事会にて諮問

　　　　　⇒入会承認　入会申込書を後日提出

２．2025－2026年度　地区委員推薦について

　　　尾野　文俊会員

　　　　今年度、地区公共イメージ部門　ＤＸ推進委員

会に出向中

　　　　地区より次年度も引き続き出向してほしいとの

依頼あり

　　　　　⇒地区公共イメージ部門に推薦する

３．社会奉仕委員会事業　小百合ホームへの寄贈物品に

ついて

　　　⇒小百合ホームさんが希望する規格の冷蔵庫をト

キハに見積依頼し５件の見積を出してもらった

結果、SHARP製の冷蔵庫に決定。

　　　　　冷蔵庫(本体)　128,000円

　　　　　リサイクル料　  4,730円

　　　　　収集・運搬料    2,200円

　　　　 　合計(税込)   134,930円

　

　

〇ロータリー財団表彰

　年次基金、ポリオプラス、その他の寄付額が1000㌦に

なった方、または追加で1000㌦寄付された方に認証ピン

バッジが贈られます。

　鈴木　宗嚴会員

　　第２回マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

　　寄付累計3000㌦

　三又　哲博会員

　　第１回マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

　　寄付累計2000㌦

〇米山記念奨学会　米山功労者感謝状

　福田　健二会員　第３回米山功労者マルチプル

　矢野　博久会員　第１回米山功労者

　山本会長から認証ピンバッジと感謝状が手渡されました

　

　

・大分1985ＲＣ「創立40周年記念式典・祝賀会」

　※お知らせ欄をご覧ください

　

　

●大分1985ＲＣ　木村　成淑会員・宿利　美穂会員

　大分1985ＲＣ創立40周年記念式典・祝賀会キャラバン

で参りました。

　来年３月15日、皆様のご出席宜しくお願いいたします。

●佐野　真紀子会員（１口）

　先日のクリスマス例会では、もう一人の私が出演させ

ていただき、もう一人の私自身も楽しませていただきま

した。ありがとうございました。

　また橋本均会員は、当初絶対に出ないと仰っておられ

ましたが、演奏を一番楽しんでおられる姿を拝見し、無

理やり引っ張り出して良かったと、久しぶりに一緒に演

奏させていただき、ありがとうございました。

　また終了後に皆さんからもお声をかけていただき、あ

りがとうございました。

　お付き合いくださった皆々様に感謝し、１口ニコボッ

クスします。

●髙山　龍五郎会員（２口）

　先日のクリスマス家族例会の際に、失態を演じました

のでお詫びにニコボックス２口いたします。

■令和７年１月25日　補助金管理セミナー

　13：00～16：10　ホルトホール大分　３階大会議室

 　栗山副幹事(次年度幹事)、森若会員(地区委員)

■令和７年３月15日　

　大分1985ＲＣ創立40周年記念式典・祝賀会

　　記 念 式 典　15：30～17：30

　　記念祝賀会　18：00～20：00

　　会　　　場　トキハ会館５階　ローズの間

　　登　録　料　12,000円（家族8,000円）

■令和７年３月30日　ロータリー交流の広場

　場所　祝祭の広場
■令和７年５月23日～25日　ＲＹＬＡセミナー

　天草市御所浦交流セミナー

　受講生：20～30歳程度の青少年

12月31日　定款第７条第１節に基づく休会

2025年（令和７年）

１月９日　大分市内９ＲＣ新春合同例会

　　　　　　（１/７の繰下げ）

１月14日　定款第７条第１節に基づく休会

１月21日　ファンド奨学生卓話

１月28日　下期クラブ協議会（全員協議会）

　　　　　　※委員長より上期報告と下期取り組み発表

２月４日　職場例会　　鬼塚電気工事㈱

２月11日　定款第７条第１節に基づく休会

２月18日　上田会員卓話

２月25日　定款第７条第１節に基づく休会

３月４日　ゲスト卓話　栗林　伸幸　氏

　　　　　　（フォトジャーナリスト）

　　　　　　「大分の街並みを見つめて60年～写真で見

　　　　　　　る大分のなり変わり～」

３月11日　夜間例会　18：30点鐘

　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー21階

　　　　　　エトワール

３月18日　定款第７条第１節に基づく休会

３月25日　ゲスト卓話　佐藤　勝弘　氏

　　　　　　（大分県警察学校　校長）

理事会報告

委員会報告

イベント告知

ニコボックス 澤田Ｓ.Ａ.Ａ.卓　　　　　話

例　会　予　定

お　知　ら　せ

例　会　変　更

クラブ名 開催日 会　　　場

尾　野　文　俊１月28日号

中　野　通　孝２月４日号

中　村　直　樹１月９日号

荻　原　　　哲１月21日号

週報編集担当者

大 分 東 1/30(木)

1/15(水)

ト キ ハ 会 館

大 分 南

別　　府
1/10(金)

1/6(月)

1/8(水)

ト キ ハ 会 館

大 分 南 1/31(金) ト キ ハ 会 館

大分キャピタル

大分城西 ホテル日航大分オアシスタワー

ホテル別府パストラル

ホテルサンバリーアネックス

レンブラントホテル

大分臨海

大分1985

ホテル日航大分オアシスタワー

ト キ ハ 会 館

別 府 北

ホテル別府パストラル別 府 北

両 築 別 邸

別 府 東 1/9(木)

※大分市内ＲＣならびに別府市内ＲＣ

　12月25日(水)～1月３日(金)例会はありません



「日銀総裁で振り返る日本の近代金融史～私の見た総裁

　たち～」

　　　　　　　　　　日本銀行大分支店　

　　　　　　　　　　　　支店長　安德　久仁理会員

　日本銀行については、知っているようで実はよくわか

らない組織、という印象を持たれる方もいらっしゃるか

と思いますが、「日銀総裁」という存在はご存じだろう

と思います。本日は、大分県が輩出した日銀総裁や、私

自身が見てきた近年の総裁たちと、それぞれが直面され

た金融政策運営上の課題について、お話をさせて頂きます。

　まず初めに、私が支店長を務める大分支店の歴史です。

日本銀行は昭和20年に大分事務所を設置し、地元で日本

銀行の支店を設置しようという運動が盛り上がったこと

もあり、昭和23年に支店に昇格しました。最初は現在の

「祝祭の広場」の場所にありましたが、昭和45年に現在

の長浜町に移転しました。

　全国に32ある日本銀行の支店の中でも、大分支店はあ

りがたいことに、「最も県民の方に愛され親しまれてい

る支店のひとつ」といわれております。32代までの総裁

のうち、大分県出身者は全国で最多ののべ５人になりま

す。また、大分県出身ではありませんが、第28代総裁の

速水さんと、第30代総裁の白川さんは、私と同じく、こ

こ大分で支店長を務めた方々です。

　ここからは、大分県出身の総裁方をご紹介していきます。

　第５代の山本達雄さんは、安政３年に豊後臼杵藩士の

家庭に生まれ、三菱勤務の中で、後に第３代日銀総裁と

なる川田小一郎さんの知遇を得て日銀に転じました。明

治31年に43歳の若さで総裁に就任してからは、急速な産

業の近代化に伴って日本の産業構造が変化する中、毅然

とした態度で金融政策を運営したことが知られています。

　第９代と11代の２回にわたり総裁を務めた井上準之助

さんは、旧日田郡大鶴村、今の日田市の出身です。生家

は現在も続いている井上酒造という造り酒屋で、私はこ

このお酒が大好きです。井上さんは、さきほどの山本達

雄さんのすすめで、大学卒業後、日銀に入行してトント

ン拍子で出世を重ね、49歳で総裁に就任。日銀職員出身

の総裁は井上さんが初めてでした。関東大震災の直後に

は浜口雄幸内閣で大蔵大臣となり、持論であった金本位

制への復帰（金輸出解禁）に尽力したことで有名です。

全国各地を遊説して国民の協力を求めるなど、当時と

しては珍しく世間に対してＰＲ活動を行なった人でも

ありました。しかしながら、金輸出解禁と併せて、財

政緊縮を中心とするデフレ政策を断行したことが悲劇

を招く結果となり、昭和７年、総選挙の応援演説に行

く途中、凶弾に倒れてその生涯を終えました。

　３人目は、旧野津原村の出身、第18代の一萬田尚登さ

んです。郷土の大先輩である井上準之助総裁の秘書など

を務めた後、敗戦の翌年に総裁に就任しました。就任後

直ちにマッカーサーに会見を申し入れ、率直な対話を通

じて信頼関係を築いたとされます。戦後の復興資金を賄

うべく、通貨安定と貯蓄推進の国民運動を推進するとと

もに、ベルリン駐在時代に体験した第一次大戦後のドイ

ツのハイパーインフレの教訓を踏まえ、引き締め基調を

堅持した金融政策を行い、経済の安定化に努めました。

他方で、ＧＨＱ特別顧問として来日したジョセフ・

ドッジが強度の緊縮政策を実施すると、そのデフレ的

な影響を緩和する政策を進めました。戦後復興期の経

済政策を支えた、最も偉大な総裁のお一人だと思います。

　最後に、第26代の三重野康さんです。臼杵市出身と

なっていますが、生まれは満州です。三重野さんもまた、

郷土の大先輩である一萬田総裁の時代に入行しており、

大分県人の系譜の強さが大変よくわかります。三重野さ

んの名前は、バブル経済とその崩壊との関係でよく知ら

れています。総裁任期中、日本経済はバブルのピークに

ありましたが、急激な資産価格の上昇を懸念し、後に

「バブル潰し」とも称される金融引き締め政策を推進し

ました。バブル崩壊後の長期的な経済低迷の原因は果

たしてこの時期の政策運営にあったのかどうか、現在

でも様々な議論が交わされています。

　ここからは、平成10年の入行以来、私自身がお仕えし

てきた総裁と、その時代を振り返ります。

　速水さんは、バブル崩壊後の経済停滞とデフレからの

脱却に取り組んだ最初の総裁です。99年に「ゼロ金利政

策」を導入したものの、効果が限定的であるとされ、

2001年にはそれまで禁じ手とも言われていた「量的緩和

政策」に踏み切りました。これは、政策金利誘導を目的

とする従来型の金融政策ではなく、日銀が国債などの金

融資産を購入し、金融市場への資金供給を量的に増やす

ことで、デフレ圧力を軽減しようとするものでした。し

かし、この政策もデフレ脱却には至らず、日本経済の

長期的な停滞と金融政策の限界が議論されるきっかけ

となりました。

　私自身は、大学生であった97～98年に、山一・拓銀の

破綻を始めとする平成の金融危機や、逮捕者も出た大蔵

省・日銀の接待不祥事があり、混とんとした世情の中で

迎えた入行式で、「私も本日、皆さんと一緒に日銀に入

行しました」という挨拶があったことを覚えています。

熱心なクリスチャンで、総裁室奥の別室に「畏れるな、

私はあなたとともにいる」という聖書の言葉が掲げて

あったそうです。国策として「尊敬される円」を標榜す

る、信念の総裁、というイメージでした。

　次の福井さんは、早くから「日銀のプリンス」として

頭角を現した方です。速水総裁から引き継いだ量的緩和

政策を維持し、デフレ脱却を目指しました。日本経済の

回復を受け、06年に量的緩和政策を解除、ゼロ金利政策

も段階的に終了させました。また、それまで賛否両論の

あったインフレーション・ターゲティング政策を「物価

安定の目途」という形で初めて導入し、金融政策の指針

としました。いわゆる「大物総裁」でしたが、村上ファ

ンドへの投資問題で、国会等の場で大変な批判を浴び

たことで、その後のコンプライアンス面の制約が厳し

くなり、日銀という組織自体が委縮気味になった面も

あるように感じます。

　ねじれ国会のもとで期せずして総裁に就任した白川さ

んの時代は、リーマンショック後の金融危機や欧州債務

問題、東日本大震災など、とりわけ多難だった記憶が濃

い時期です。国債の購入拡大や上場投資信託の買入開始

など、非伝統的な金融政策手段の導入に踏み切ったこの

時期の日銀は、ある意味で、中央銀行界のトップラン

ナーでした。私自身も、リーマン危機後の米ドルによる

流動性供給スキームの構築や、大規模金融機関の破綻処

理スキームの検討など、各国の金融当局と連携しなが

らグローバル金融システムの安定確保のために汗を流

し、仕事のスケールが格段に広がった時期です。

　学究肌のセントラルバンカーであった白川さんは、イ

ンフレ目標政策の有効性については懐疑的でしたが、結

果としてデフレ脱却は達成できませんでした。12年末の

総選挙で、リフレ派の提唱する大規模金融緩和を政策と

して掲げた安倍首相が政権に返り咲く中、任期切れを待

たず、退任を決意されました。

　安倍総理の肝煎り人事で就任した黒田さんは、歴代最

長の２期10年にわたり総裁を務められました。就任直後

に、アベノミクスの「第一の矢」として「量的・質的金

融緩和」を導入し、国債やＥＴＦの大量購入による資金

供給を進めました。16年には「マイナス金利政策」の導

入や、「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」という

枠組みへの移行に踏み切り、年率２％という物価安定目

標の実現を目指し、極めて緩和的な金融環境を維持しま

した。私自身は、黒田さんと一緒に就任した岩田規久

男副総裁の秘書として、いわゆるリフレ派を中心とす

る体制への移行に深く関わりました。

　黒田体制下の政策運営について、その評価が定まるま

で様々な議論が交わされることになるでしょうが、いわ

ゆる高圧経済の政策を粘り強く続けた末に、ようやくデ

フレではない環境にたどり着いたという実感は、共有し

て頂けるのではないかと思っています。

　デフレ経済からの出口が見えた段階で、黒田さんから

バトンを引き継いだのが、現在の植田総裁です。植田さ

んは、私の学生時代は隣の経済学部の先生で、同期にも

植田ゼミの出身者がいました。同じ時期に審議委員とし

て日銀入りされ、速水さんから福井さんの前半にかけて

の金融政策運営に参画されています。今回私は、組織運

営全般を統括する経営企画課長という立場で、総裁と

なった植田さんをお迎えしました。現在の支店長の立場

でも、３か月毎の支店長会議の際に、様々なインプッ

トをさせて頂いています。

　植田さんの総裁指名は、想定外でかなり驚きましたが、

素晴らしい人事だったと思っています。世界的なインフ

レ傾向と経済動向の不確実性、人手不足と賃金上昇など

が主要テーマとなる、新しいステージが到来しつつある

中、日本社会が馴染んでしまった「デフレ下の超緩和的

な金融政策」を「普通の金融政策」に戻していく道のり

は、決して平坦なものではありません。結果が問われる

ことは勿論ですが、誰がやっても批判にさらされる役割

を果敢に請け、粘り強く歩みを進められている姿は、

賞賛と支援に値するのではないでしょうか。

　植田総裁を先頭に、私たちはこれからも、通貨価値と

金融システムの安定という使命を果たすべく、力を尽く

していきます。皆様のご理解とご協力を、どうぞよろし

くお願いいたします。

　

　

2024－25年度　第10回臨時理事会　2024年12月17日

山本　仲摩　栗山　髙山　岩尾　橋本均　今川

１．新会員の推薦について（１名）

　　◇與縄　裕二　氏

　　　大分トヨペット　代表取締役社長

　　　　福田健二会員より新会員推薦書受理

　　　　会員選考を経て、理事会にて諮問

　　　　　⇒入会承認　入会申込書を後日提出

２．2025－2026年度　地区委員推薦について

　　　尾野　文俊会員

　　　　今年度、地区公共イメージ部門　ＤＸ推進委員

会に出向中

　　　　地区より次年度も引き続き出向してほしいとの

依頼あり

　　　　　⇒地区公共イメージ部門に推薦する

３．社会奉仕委員会事業　小百合ホームへの寄贈物品に

ついて

　　　⇒小百合ホームさんが希望する規格の冷蔵庫をト

キハに見積依頼し５件の見積を出してもらった

結果、SHARP製の冷蔵庫に決定。

　　　　　冷蔵庫(本体)　128,000円

　　　　　リサイクル料　  4,730円

　　　　　収集・運搬料    2,200円

　　　　 　合計(税込)   134,930円

　

　

〇ロータリー財団表彰

　年次基金、ポリオプラス、その他の寄付額が1000㌦に

なった方、または追加で1000㌦寄付された方に認証ピン

バッジが贈られます。

　鈴木　宗嚴会員

　　第２回マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

　　寄付累計3000㌦

　三又　哲博会員

　　第１回マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

　　寄付累計2000㌦

〇米山記念奨学会　米山功労者感謝状

　福田　健二会員　第３回米山功労者マルチプル

　矢野　博久会員　第１回米山功労者

　山本会長から認証ピンバッジと感謝状が手渡されました

　

　

・大分1985ＲＣ「創立40周年記念式典・祝賀会」

　※お知らせ欄をご覧ください

　

　

●大分1985ＲＣ　木村　成淑会員・宿利　美穂会員

　大分1985ＲＣ創立40周年記念式典・祝賀会キャラバン

で参りました。

　来年３月15日、皆様のご出席宜しくお願いいたします。

●佐野　真紀子会員（１口）

　先日のクリスマス例会では、もう一人の私が出演させ

ていただき、もう一人の私自身も楽しませていただきま

した。ありがとうございました。

　また橋本均会員は、当初絶対に出ないと仰っておられ

ましたが、演奏を一番楽しんでおられる姿を拝見し、無

理やり引っ張り出して良かったと、久しぶりに一緒に演

奏させていただき、ありがとうございました。

　また終了後に皆さんからもお声をかけていただき、あ

りがとうございました。

　お付き合いくださった皆々様に感謝し、１口ニコボッ

クスします。

●髙山　龍五郎会員（２口）

　先日のクリスマス家族例会の際に、失態を演じました

のでお詫びにニコボックス２口いたします。

■令和７年１月25日　補助金管理セミナー

　13：00～16：10　ホルトホール大分　３階大会議室

 　栗山副幹事(次年度幹事)、森若会員(地区委員)

■令和７年３月15日　

　大分1985ＲＣ創立40周年記念式典・祝賀会

　　記 念 式 典　15：30～17：30

　　記念祝賀会　18：00～20：00

　　会　　　場　トキハ会館５階　ローズの間

　　登　録　料　12,000円（家族8,000円）

■令和７年３月30日　ロータリー交流の広場

　場所　祝祭の広場
■令和７年５月23日～25日　ＲＹＬＡセミナー

　天草市御所浦交流セミナー

　受講生：20～30歳程度の青少年

12月31日　定款第７条第１節に基づく休会

2025年（令和７年）

１月９日　大分市内９ＲＣ新春合同例会

　　　　　　（１/７の繰下げ）

１月14日　定款第７条第１節に基づく休会

１月21日　ファンド奨学生卓話

１月28日　下期クラブ協議会（全員協議会）

　　　　　　※委員長より上期報告と下期取り組み発表

２月４日　職場例会　　鬼塚電気工事㈱

２月11日　定款第７条第１節に基づく休会

２月18日　上田会員卓話

２月25日　定款第７条第１節に基づく休会

３月４日　ゲスト卓話　栗林　伸幸　氏

　　　　　　（フォトジャーナリスト）

　　　　　　「大分の街並みを見つめて60年～写真で見

　　　　　　　る大分のなり変わり～」

３月11日　夜間例会　18：30点鐘

　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー21階

　　　　　　エトワール

３月18日　定款第７条第１節に基づく休会

３月25日　ゲスト卓話　佐藤　勝弘　氏

　　　　　　（大分県警察学校　校長）

理事会報告

委員会報告

イベント告知

ニコボックス 澤田Ｓ.Ａ.Ａ.卓　　　　　話

例　会　予　定

お　知　ら　せ

例　会　変　更

クラブ名 開催日 会　　　場

尾　野　文　俊１月28日号

中　野　通　孝２月４日号

中　村　直　樹１月９日号

荻　原　　　哲１月21日号

週報編集担当者

大 分 東 1/30(木)

1/15(水)

ト キ ハ 会 館

大 分 南

別　　府
1/10(金)

1/6(月)

1/8(水)

ト キ ハ 会 館

大 分 南 1/31(金) ト キ ハ 会 館

大分キャピタル

大分城西 ホテル日航大分オアシスタワー

ホテル別府パストラル

ホテルサンバリーアネックス

レンブラントホテル

大分臨海

大分1985

ホテル日航大分オアシスタワー

ト キ ハ 会 館

別 府 北

ホテル別府パストラル別 府 北

両 築 別 邸

別 府 東 1/9(木)

※大分市内ＲＣならびに別府市内ＲＣ

　12月25日(水)～1月３日(金)例会はありません


